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平成２８年７月 

 

鉄軌道輸送の安全にかかわる情報（平成２７年度） 

 

〔概 要 版〕 

 

１．運転事故 

○平成２７年度に発生した運転事故は、件数が７２７件で対前年度３１件（４.１％）減、死亡者数が

２８６人で同１人（０.３％）減でした。 (表１参照) 

○乗客の死亡事故は、ありませんでした。 

 

表１： 運転事故の件数及び死傷者数（平成２７年度） 

 

 

 
件数 （対前年度） 死亡者数※6 （対前年度） 負傷者数※6 （対前年度） 

列 車 事 故※ 1  10 件  （△ 2 件）  0 人  （△ 2 人） 19 人 （△17人） 

踏 切 事 故※ 2 236 件  （△12件） 101 人  （＋ 9 人） 62 人 （△57人） 

 
うち踏切障害に伴う 

列車事故
※3 

0 件 （△ 2 件） 0 人  （△ 2 人） 0 人 （△ 6 人） 

道路障害事故※4 63 件   （＋15件）  0 人  （△ 2 人） 23 人 （＋10人） 

人身障害事故※5 416 件   （△33件） 185 人  （△ 8 人） 235 人 （△23人） 

 
うちホームでの 

人身障害事故 
198 件    （△29 件） 28 人  （△ 6 人） 170 人 （△24人） 

物 損 事 故 2 件   （△ 1 件）   

合 計 727 件  (△31 件) 286 人  （△ 1 人） 339 人 （△81人） 

※1 「列車事故」は、列車衝突事故（軌道における車両衝突事故を含む。）、列車脱線事故（軌道における車両脱

線事故を含む。）及び列車火災事故（軌道における車両火災事故を含む。）をいいます。 

※2 「踏切事故」は、踏切障害に伴う列車事故と踏切障害事故をいいます。 

※3 「踏切障害に伴う列車事故」の件数等は、踏切事故の内数であり、列車事故にも重複して計上されています。

合計の件数等は、この重複を除いたものです。 

※4 「道路障害事故」は、踏切道以外の道路において、列車又は車両が道路を通行する人又は車両等と衝突し、

又は接触した事故をいいます。例えば、走行中の路面電車に自動車が接触した事故等が該当します。 

※5 「人身障害事故」は、列車又は車両の運転により人の死傷を生じた事故（列車事故、踏切障害事故、道路障

害事故を除く）をいいます。 

※6 運転事故による死傷者数には、自殺によるものは含めないこととしています。また、自殺の行為に直接的に巻

き込まれたことにより第三者が死傷した場合についても、同様な扱いとしています。例えば、ホームからの飛

び込み自殺により、ホームにいた第三者が巻き込まれるなどといった場合が該当します。 
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図１：運転事故の件数及び死傷者数の推移 

 

 

 

図２：運転事故の種類別の件数及び死傷者数（平成２７年度） 
 
 

① 件  数                   ② 死亡者数                  ③ 負傷者数 
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２．踏切事故 
 
○平成２７年度に発生した踏切事故は、件数が２３６件で対前年度１２件（４.８％）減、死亡者

数が１０１人で同９人（９.８％）増でした。(表１参照)  
 

○直前横断による踏切事故は、件数が１３０件で対前年度１３件（１１.１％）増となっています。 
 

 

図３：踏切事故の件数及び死傷者数の推移 
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図４ 踏切事故の発生状況（平成２７年度） 

 

① 踏切種別別                   ② 衝撃物別 

       
 

 
 

③ 原因別                       ④ 関係者年齢別 
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３．人身障害事故 
 

○平成２７年度に発生した人身障害事故は、件数が４１６件で対前年度３３件（７.３％）減、死亡

者数が１８５人で同８人（４．１％）減でした。(表１参照) 
 

○線路内立入り等での接触による人身障害事故は、件数が２０７件で対前年度増減なし、

死亡者が１５４人で同２人（１.３％）減となっています。 
 

○「ホームから転落して接触」と「ホーム上で接触」を合わせた「ホームでの接触」による人身障害   

事故は、件数が１９８件で対前年度２９件（１２.８％）減、死亡者数が２８人で同６人（１７.６％）

減でした。 
 

 

図５：人身障害事故の件数及び死傷者数の推移 
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図６： 人身障害事故の原因別の件数及び死傷者数（平成２７年度） 
 

 

① 件  数                   ② 死亡者数                   ③ 負傷者数 

 

 

 

図７： ホームでの接触及び線路内立入り等での接触による人身障害事故件数の推移 

 

  
 

※1 「線路内立入り等での接触」は、線路内立入による接触及び構内通路直前横断による接触をいいます。 
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４．輸送障害 

 

○平成２７年度に発生した輸送障害（列車の運休、旅客列車の３０分以上の遅延等）は４，７３３件

で対前年度５５８件（１０．５％）減でした。(図８参照) 
 
○部内原因（鉄道係員、車両又は鉄道施設に起因する輸送障害）は、１，４３０件（輸送障害全体

の３０．２％）で対前年度１１９件（７．７％）減でした。このうち、鉄道係員に起因するものが

２３３件で同８件（３．３％）減、車両に起因するものが７７９件で同５０件（６．０％）減、施設

に起因するものが４１８件で同６１件（１２．７％）減でした。 
 
○部外原因（線路内立入り等による輸送障害）は、２，０１７件（輸送障害全体の４２．６％）で対前年

度２１件（１．０％）減でした。このうち、自殺によるものは５３７件で同１３件（２．５％）増、動物によ

るものは４２８件で同１１５件（２１．２％）減でした。 
 

○災害原因（風水害、雪害、地震等の自然災害による輸送障害）は、１，２８６件（輸送障害全体の

２７．２％）で対前年度４１８件（２４．５％）減でした。このうち、風水害によるものが６５５件で同

２２６件（２５．７％）減、雪害によるものが１６６件で同１１５件（４０．９％）減、地震によるものが

３８件で同７件（１５．６％）減でした。 

 

 

図８：輸送障害件数の推移 

 

 

573 567 652 830 807
601

878 885 1,005
810

969

1,088
1,099

1,285
982 980

1,134 1,906

1,688
1,339

1,353

1,416

1,292

1,718

1,911

2,014

1,729

1,704

1,286
359 384

435
477 560

636

682 742
843

824
828

898 905
925

949 1,096

1,362

1,352

1,542

1,477

1,564

1,472

1,593

1,806

1,851

2,231

2,044

2,038

2,017

910 932
1,034

1,171

1,241

1,337

1,404

1,422

1,488

1,352

1,410

1,323

1,533

1,502

1,450

1,471

1,432

1,547

1,971

1,605

1,442

1,303

1,269

1,395

1,518

1,638

1,566

1,549

1,430

1,8421,883

2,121

2,478 2,6082,574

2,964
3,049

3,336

2,986
3,207

3,309
3,537

3,712

3,381
3,547

3,928

4,805

5,201

4,421
4,359

4,1914,154

4,919

5,280

5,883

5,339
5,291

4,733

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

S62 63 H1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

（件）

（年度）

部内原因

部外原因

災害原因


